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北
海
道
政
権
戦
略
会
議
で
『
佐
藤
の

り
ゆ
き
』
さ
ん
を
知
事
候
補
と
し
て
応

援
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
民
主
党
北
海

道
は
支
持
、
連
合
北
海
道
は
推
薦
を
決

定
し
た
。
道
本
部
も
24
日
に
拡
大
闘
争

委
員
会
で
推
薦
を
決
定
し
た
。『
佐
藤
の

り
ゆ
き
』
さ
ん
と
、
高
橋
知
事
と
の
事

実
上
の
一
騎
打
ち
と
な
る
。
３
期
12
年

間
「
国
任
せ
、
国
頼
り
」
の
高
橋
道
政

を
阻
止
し
、
地
方
分
権
・
地
方
自
治
を

確
立
す
る
た
め
、
今
こ
そ
立
ち
上
が
ろ

う
。
期
間
は
短
い
が
道
本
部
に
全
組
合

員
が
結
集
し
支
持
拡
大
を
取
り
組
み
、

勝
利
に
む
け
全
力
で
た
た
か
お
う
。

２日㈪　�北海道公務労協2015春闘学習会（札幌
市）

７日㈯　�連合北海道青年委員会「古賀会長とニュ
ーリーダーとの直接対話(ＫＮＴ47)in北
海道」（札幌市）

８日㈰　�フクシマを忘れない！さようなら原発北
海道集会（札幌市）

９日㈪　�第13回執行委員会（札幌市）
　　　　�連合北海道2015春季生活闘争･第18回統

一自治体選挙闘争勝利!全道総決起集会
（札幌市）

３月

道本部ホームページ

組合員専用ページは
ユーザー名：minnade
パスワード：danketsu2013

自治労北海道

JICHIRO スケジュール

全会一致で『佐藤のりゆき』さんの推薦を決めた

す
べ
て
の
推
薦
候
補
予
定
者
の

必
勝
を
誓
っ
た

握手を交わす、（左）山上道本部委員長と（右）『佐藤のりゆき』北海道知事候補予定者＝２月24日、自治労会館

発言する大出書記長

『佐藤のりゆき』さんを推薦決定

『佐藤のりゆき』さんの推薦を決定
道本部拡大闘争委員会

新
し
い
道
政
の
実
現

2015
統一自治体選挙

変
え
よ
う
！
変
わ
ろ
う
！
北
海
道

総
力
あ
げ
て
道
政
奪
還

「戦争をさせない」
全国署名実施中！
◇目標　組合員×５筆

◇取り組み期限
2015年４月８日㈬まで

◇道本部ホームページ◇
『QRコード』ができました！

　

携
帯
電
話
で
下
記

の
コ
ー
ド
を
読
み
込

む
と
道
本
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
す

る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

源
を
活
か
し
、
や
る
気
の
あ

る
人
を
活
か
す
政
策
が
必
要

だ
。
そ
れ
を
み
な
さ
ん
と
ス

ク
ラ
ム
組
ん
で
実
践
し
た

い
。
北
海
道
の
将
来
は
北
海

道
が
決
め
る
と
い
う
視
点
で

頑
張
る
」
と
決
意
を
述
べ
、

支
援
を
訴
え
た
。

　

道
本
部
は
『
佐
藤
の
り
ゆ

き
』
道
政
誕
生
に
よ
る
「
新

し
い
道
政
」
の
実
現
と
、『
秋

元
克
広
』
札
幌
市
政
誕
生
を

頂
点
と
し
た
統
一
自
治
体
選

挙
で
、
自
治
労
組
織
内
候
補

者
を
は
じ
め
、
連
合
推
薦
候

補
す
べ
て
の
必
勝
に
む
け
た

闘
争
態
勢
を
確
立
し
て
、
全

力
で
た
た
か
い
ぬ
こ
う
。

り
ゆ
き
』
さ
ん
の
推
薦
を
全

会
一
致
で
確
認
し
た
。

　

山
上
委
員
長
は
、
こ
の
間

の
経
過
を
説
明
し
た
う
え

で
、「
２
月
23
日
の
道
本
部
執

行
委
員
会
で
、『
佐
藤
の
り
ゆ

き
』
さ
ん
の
推
薦
を
決
定
し

た
。
こ
れ
以
上
高
橋
道
政
を

続
け
る
こ
と
は
、
北
海
道
・

道
民
・
自
治
体
の
た
め
に
は

な
ら
な
い
。
道
政
奪
還
に
む

け
、
自
治
労
が
し
っ
か
り
と

た
た
か
う
決
意
を
確
認
し
よ

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

統
一
自
治
体
選
挙
ま
で
残

り
わ
ず
か
。
全
組
合
員
が
結

集
し
、
す
べ
て
の
推
薦
候
補

予
定
者
の
勝
利
に
む
け
て
総

力
を
あ
げ
よ
う
。

治
労
会
館
で
第
２
回
拡
大
闘

争
委
員
会
を
開
き
、
知
事
候

補
予
定
者
と
し
て
、『
佐
藤
の

　

道
本
部
は

２
月
24
日
、

札
幌
市
・
自

て
提
起
が
あ
っ
た
。

　

自
治
労
と
し
て
、
大
出
書

記
長
が
、
北
海
道
政
権
戦
略

会
議
で
の
努
力
に
敬
意
を
表

し
た
う
え
で
、「
候
補
者
擁
立

の
遅
れ
は
残
念
だ
が
、
短
期

決
戦
で
も
自
立
し
た
北
海
道

を
確
立
す
る
た
め
、
自
治
労

と
し
て
も
し
っ
か
り
た
た
か

う
」
と
意
見
反
映
を
し
た
。

　

『
佐
藤
の
り
ゆ
き
』
北
海

道
知
事
候
補
予
定
者
は
「
い

ま
の
北
海
道
は
疲
弊
感
が
あ

り
、
前
に
進
ん
で
い
な
い
と

い
う
印
象
。
こ
の
ま
ま
で
は

子
ど
も
た
ち
や
若
い
人
が
、

豊
か
な
生
活
を
送
れ
な
い
と

危
機
感
を
持
っ
て
い
る
。
資

　

工
藤
連
合
北
海
道
会
長

は
、
衆
院
選
の
総
括
に
関
し

て
「
民
主
党
応
援
団
と
し

て
の
役
割
を
一
定
果
た
す
こ

と
が
で
き
た
」
と
し
た
う
え

で
、「
投
票
率
は
極
め
て
低
か

っ
た
。
政
治
に
無
関
心
で
も

無
関
係
で
は
な
い
と
訴
え
る

こ
と
が
重
要
だ
。
そ
れ
が
、

労
働
組
合
の
政
治
活
動
の
基

本
だ
」
と
強
調
し
た
。

　

知
事
選
挙
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
候
補
者
擁
立
の
遅

れ
に
お
詫
び
を
述
べ
た
う
え

で
、「
２
月
15
日
に
北
海
道
政

権
戦
略
会
議
と
し
て
、
現
職

知
事
の
４
選
阻
止
と
関
係
組

織
の
意
見
集
約
を
踏
ま
え
、

『
佐
藤
の
り
ゆ
き
』
さ
ん
を

応
援
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

連
合
は
、
政
策
協
定
を
締
結

し
、
現
知
事
の
４
選
阻
止
と

い
う
展
望
を
踏
ま
え
推
薦
し

て
、
た
た
か
う
こ
と
を
決
め

た
。
残
さ
れ
た
期
間
は
短
い

が
、
総
力
を
あ
げ
て
た
た
か

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

そ
の
後
、「
第
47
回
衆
議
院

選
挙
の
総
括
」「
北
海
道
知
事

選
挙
の
基
本
方
針
」
に
つ
い

　

道
政
奪
還
を
め
ざ
す
、
統
一
自
治
体
選
挙
ま
で
２
カ
月
を
き
っ
た
。
連
合
北
海
道
は

２
月
24
日
、
札
幌
市
・
ロ
イ
ト
ン
札
幌
で
第
59
回
地
方
委
員
会
を
開
き
、
北
海
道
知
事

候
補
予
定
者
の
『
佐
藤
の
り
ゆ
き
』
さ
ん
を
推
薦
決
定
し
た
。
道
本
部
も
拡
大
闘
争
委

員
会
を
開
き
、
推
薦
決
定
し
た
（
※
１
面
記
事
参
照
）。
残
さ
れ
た
期
間
、
自
治
労
道

本
部
総
力
を
あ
げ
て
た
た
か
お
う
。

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒060-0806　札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電　話　011-747-3211
ＦＡＸ　011-700-2053
編集・発行　渡部　裕幸

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。
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真剣に講義を受ける参加者＝２月17日

　

い
よ
い
よ
統

一
自
治
体
選
挙

が
本
番
を
迎
え

る
。

こ

の

間

「
北
海
道
政
権

戦
略
会
議
」
を

中
心
に
選
考
が

進
め
ら
れ
て
き

た
が
、
知
事
候
補
擁
立
は
決

ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

２
月
15
日
に
開
か
れ
た

「
北
海
道
政
権
戦
略
会
議

で
」
独
自
候
補
擁
立
を
断
念

し
、『
佐
藤
の
り
ゆ
き
』
さ
ん

の
応
援
を
確
認
し
た
。

　

連
合
北
海
道
と
道
本
部

は
、
２
月
24
日
に
『
佐
藤
の

り
ゆ
き
』
知
事
候
補
予
定
者

を
推
薦
決
定
し
た
。

　

３
期
12
年
間
「
国
任
せ
、

国
頼
り
」
の
高
橋
道
政
阻
止

に
む
け
、
期
間
は
短
い
が
積

極
的
な
取
り
組
み
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

道
本
部
と
し
て
、
機
関
紙

「
自
治
労
北
海
道
」
と
「
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
各
候
補
予

定
者
の
情
報
や
政
策
を
し
っ

か
り
と
伝
え
て
い
き
た
い
。

　

全
道
の
各
単
組
が
総
力
を

あ
げ
て
、
知
・
友
人
紹
介
カ

ー
ド
「
組
合
員
一
人
５
人
以

上
」
の
取
り
組
み
を
し
っ
か

り
行
う
こ
と
が
、『
佐
藤
の
り

ゆ
き
』
知
事
と
、『
秋
元
克

広
』
札
幌
市
長
実
現
、
す
べ

て
の
推
薦
候
補
予
定
者
の
完

全
勝
利
に
つ
な
が
る
。

　

最
後
ま
で
全
力
で
頑
張
ろ

う
。 

（
渡
部　

裕
幸
）

忙中余話

職
場
だ
よ
り

春闘、統一選勝利にむけ総力をあげてたたかうことを確認した

【
後
志
地
方
本
部
発
】
１
月

16
～
17
日
、
赤
井
川
村
で
、

石
狩
・
後
志
合
同
の
国
民
春

闘
討
論
集
会
を
開
き
、
96
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

後
志
地
本
・
吉
井
委
員
長

は
「
私
た
ち
の
労
働
条
件
や

賃
金
は
政
治
に
大
き
く
左
右

さ
れ
る
。
理
論
武
装
し
、
春

闘
勝
利
に
む
け
て
取
り
組
も

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

全
体
討
論
で
は
「
総
合
的

見
直
し
は
、
厳
し
い
た
た
か

い
だ
っ
た
が
、
１
号
俸
抑
制

な
し
を
勝
ち
取
っ
た
」「
通
勤

手
当
の
引
き
上
げ
に
関
し

て
、
臨
時
非
常
勤
等
職
員
も
、

４
月
に
遡
っ
て
支
給
を
さ
せ

る
前
進
回
答
を
引
き
出
し

た
」
と
い
っ
た
発
言
で
方
針

が
補
強
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
習
会
で
は
自
治
労
道
本

部
の
大
島
政
治
部
次
長
が

「
統
一
自
治
体
選
挙
に
向
け

た
単
組
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
、
労
働
組
合

の
政
治
活
動
や
ネ
ッ
ト
選
挙

対
策
な
ど
に
つ
い
て
、
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。

　

後
志
地
方
本
部
は
、
２
０

１
５
春
闘
・
統
一
自
治
体
選

挙
の
勝
利
に
む
け
て
総
力
を

あ
げ
て
た
た
か
っ
て
い
き
ま

す
。（
後
志
地
方
本
部
・
副
委

員
長
・
中
村
将
）

理
論
武
装
し
春
闘
勝
利
へ

　

２
０
１
５
年
４
月
か
ら
本

格
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い
る

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
」
に
つ
い
て
は
、
消
費

税
10
％
へ
の
増
税
が
延
期
に

な
っ
た
こ
と
で
、
予
算
不
足

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
当
初
の
予
定
ど
お
り
に

予
算
を
確
保
し
、
保
育
士
一

人
あ
た
り
の
担
当
児
童
数
を

20
人
か
ら
15
人
へ
、
保
育
士

の
処
遇
改
善
等
を
実
施
す
る

と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
自
治
労
と
し
て

各
地
方
議
会
に
対
し
て
意
見

書
の
採
択
を
求
め
る
要
請
行

動
に
つ
い
て
提
起
し
て
い
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
次
世
代

を
担
う
大
切
な
財
産
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
子
ど
も
た
ち

が
安
心
し
て
健
や
か
に
生
活

出
来
る
保
育
所
の
環
境
整
備

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

公
立
保
育
所
で
働
く
保
育

士
の
多
く
が
臨
時
・
非
常
勤

等
職
員
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

組
織
化
と
処
遇
改
善
の
取
り

組
む
と
と
も
に
、
現
場
の
声

に
基
づ
く
改
善
を
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

引
き
続
き
地
方
で
の
予
算

確
保
の
取
り
組
み
に
よ
り
保

育
職
場
の
処
遇
改
善
へ
つ
な

げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

集会には187人が参加し、共済活動の重要性を学んだ＝２月23日

熱心に講演を聞く参加者

消防協議会の必要性学習 道
消
防
協
青
年
女
性
研
修
会

じ
ち
ろ
う
北
海
道
共
済
集
会

組
合
員
が
集
ま
る
場
を
つ
く
ろ
う

シリーズ「社会保障制度改革の行方」

子どもたちが安心に
過ごせる社会をめざす

⑩

　

コ
ン
サ
ド
ー
レ
チ
ケ
ッ
ト
２
枚

を
２
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　

各
試
合
共
通
（
見
た
い
試
合
を

自
分
で
選
べ
ま
す
）
Ｓ
Ａ
ゾ
ー
ン

自
由
席
。
締
め
切
り
は
３
月
27
日

（
金
）
午
後
４
時
、
道
本
部
Ｈ
Ｐ

【
単
組
・
組
合
員
専
用
ペ
ー
ジ
】

上
部
の
「
道
本
部
へ
の
メ
ー
ル
」

で
受
付
（
単
組
名
、
名
前
、
連
絡

先
を
明
記
）当
選
者
に
連
絡
す
る
。

コ
ン
サ
ド
ー
レ

チ
ケ
ッ
ト

プ
レ
ゼ
ン
ト

　

北
海
道
の
町
村
職
の
皆
さ
ん
、
中
央
行

動
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　

前
日
の
交
流
集
会
に
も
歓
迎
い
た
だ
き

感
謝
感
激
で
す
。
全
地
本
の
皆
さ
ん
と
写

真
も
撮
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
一

人
で
行
動
し
て
い
た
の
で
、
皆
さ
ん
と
撮

影
し
た
写
真
が
手
元
に
な
く
、
ブ
ロ
グ
で

紹
介
で
き
ず
…
。

　

さ
て
、
請
願
行
動
の
と
き
は
民
主
党
の

参
議
院
議
員
が
結
構
集
ま
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
参
加
者
全
員
の
名
前
を
皆
さ
ん
に

紹
介
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
拍
手
を
い
た
だ

き
、
議
員
側
も
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
初
め
て
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

私
も
「
江
崎
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
」
と
握

手
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
く

ら
い
自
治
労
は
頼
り
に
さ
れ
、
期

待
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
表
れ
だ
と

思
い
ま
す
。
た
だ
、
意
見
交
換
や
事
務
所

訪
問
で
は
時
間
が
足
り
な
か
っ
た
の
が
残

念
で
す
。

 

（
２
月
24
日
、
東
京
に
て
）

自
治
労
は
期
待
さ
れ
て
い
る

㉙

　

２
月
17
～
18
日
、
札
幌

市
・
自
治
労
会
館
で
、「
２
０

１
５
年
度
道
消
防
協
青
年
女

性
研
修
会
」
を
開
き
、
41
単

協
・
88
人
（
う
ち
女
性
１

人
・
未
組
織
消
防
職
場
１

人
）
が
参
加
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、「
消
防
協
議

会
の
必
要
性
」
や
「
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
と
自
治
労

共
済
の
必
要
性
」
に
つ
い
て

講
義
を
受
け
た
。
ま
た
、
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
討
議
で

は
、「
よ
り
良
い
職
場
環
境
を

演
し
、
他
県
で
の
事
例
を
交

え
な
が
ら
具
体
的
な
取
り
組

み
や
手
法
を
学
ん
だ
。

　

そ
の
後
、
北
見
市
労
連
・

足
寄
町
職
労
か
ら
、
自
主
福

祉
活
動
に
関
す
る
取
り
組
み

報
告
が
あ
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
ぜ
ひ
ま

た
参
加
し
た
い
」「
他
の
単
組

の
取
り
組
み
が
聞
け
て
有
意

義
だ
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が

出
さ
れ
た
。

～
」
と
題
し
て
、
瀬
戸
家
み

の
り
さ
ん
（
Ｃ
Ｆ
Ｐ
フ
ァ
イ

ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

が
講
演
し
、
医
療
保
障
の
考

え
方
と
、
じ
ち
ろ
う
共
済
の

特
徴
を
学
ん
だ
。

　

講
演
Ⅱ
で
は
、「
加
入
推
進

の
手
法
を
学
ぶ
～
組
合
員
へ

の
説
明
等
、
実
践
的
な
手
法

を
学
ぶ
～
」
と
題
し
て
、
全

労
済
自
治
労
共
済
本
部
・
花

岡
正
章
事
業
推
進
課
長
が
講

　

全
労
済
自
治
労
共
済
本
部

の
三
角
経
営
委
員
（
常
務
）

は
「
自
治
労
共
済
の
活
動
を

と
お
し
て
、
仲
間
の
生
活
を

支
え
る
こ
と
が
自
分
の
生
活

を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が

る
。
賃
金
闘
争
と
同
じ
よ
う

に
共
済
活
動
を
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

　

道
本
部
提
起
と
し
て
、
木

村
道
本
部
臨
時
執
行
委
員

が
、
２
０
１
５
国
民
春
闘
期

の
労
働
者
自
主
福
祉
活
動
の

推
進
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め

て
提
起
し
「
組
合
員
へ
の
説

明
・
集
ま
る
場
を
つ
く
っ
て

ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

　

講
演
Ⅰ
で
は
、「
じ
ち
ろ
う

団
体
生
命
共
済
・
長
期
共
済

の
加
入
推
進
に
つ
い
て
～
医

療
保
障
の
考
え
方
と
商
品
知

識
・
外
部
か
ら
見
た
じ
ち
ろ

う
団
体
生
命
共
済
の
優
位
性

　

自
治
労
道
本
部
・
全
労
済

自
治
労
共
済
北
海
道
支
部
共

済
推
進
委
員
長
の
山
上
委
員

長
は
「
自
治
体
労
働
者
を
取

り
巻
く
状
況
が
厳
し
い
な
か

で
、
共
済
の
役
割
は
重
要
だ
。

共
済
運
動
の
強
化
が
自
治
労

運
動
強
化
に
も
つ
な
が
る
。

互
い
に
学
び
合
え
る
場
に
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

２
月
23
日
、
札
幌
市
・
自
治
労
会
館
で
「
２
０
１
５
じ
ち
ろ
う
北
海
道
共
済
集
会
」

を
開
き
、
94
単
組
・
総
支
部
・
加
入
団
体
１
８
７
人
が
参
加
し
た
。
こ
の
集
会
は
、
今

回
が
は
じ
め
て
の
取
り
組
み
と
な
っ
た
が
、
参
加
者
か
ら
は
「
有
意
義
だ
っ
た
」「
ま
た

参
加
し
た
い
」
と
い
っ
た
声
が
多
く
出
さ
れ
た
。

つ
く
る
に
は
」
を
テ
ー
マ
に

意
見
を
出
し
あ
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
自
治
労

の
頑
張
り
や
あ
り
が
た
さ
を

実
感
で
き
た
」「
消
防
協
議
会

の
必
要
性
を
理
解
で
き
た
。

職
場
の
仲
間
に
伝
え
た
い
」

「
消
防
協
議
会
の
有
無
に
よ

っ
て
は
職
場
環
境
が
違
う
こ

と
に
驚
い
た
」「
消
防
協
議
会

で
集
ま
る
場
を
広
げ
、
よ
り

よ
い
職
場
環
境
を
つ
く
り
た

い
」
と
い
っ
た
声
が
出
さ
れ

た
。
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